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はしがき

中野遺跡は国道163号線と JR片岡丁線が交叉する地点を中心に、

東西約500m南北約150m、四(保畷市中野地域にひろがる古墳時代中

期から平安~室町時代に至る複合遺跡である。今回の調査にかかる

地点は、東の山地より西流する清滝川右岸、旧河内街道沿いに所在

しており、中野遺跡全体の西端部に位置している O

発掘調査は、株式会社大和が倉庫の建設を施工されるのに先立っ

て行ったもので、大阪府教育委員会文化財保護課のご指導とご協力

のもとに実施、調査の期間は昭和61年8月より同年11月に至る約4ヶ

月の期間であった。

調査の結果、古墳時代中期より後期に至る遺構ならびに遺物を検

出した。遺構としては、掘立柱建物跡、溝、井戸があり、遺物では

手担ねの土器をはじめ、双孔円板、滑石製臼玉、ガラス製臼玉等多

数が出土した。また井戸からは鳥形の木製品が発見された。これら

の事から、当遺跡は、古墳時代の祭柁に関係する遺跡として、中野

遺跡の全容解明に貴重な資料を提供することとなった。

調査に当っては、株式会社大和をはじめ佐藤建設株式会社その他

関係各位のご協力を得た。ここに深く謝意を表する次第である O

四{傑畷市教育委員会

教育長棲井敬夫



イ列 一口

1.本書は、四候畷市教育委員会が昭和61年度に大阪市南区北炭屋町17番地株

式会社大和取締役社長細井純一氏より委託を受けて実施した四篠畷市中

野本町474番地の 1他3筆に所在する中野遺跡発掘調査概要報告書である。
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fig. 1 調査位置閤(地国)
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第 1章

はじめに

今回報告する調

査成果は、株式会

社大和の倉庫・配

送センター建設に

先行して実施した

ものであるO 調査

区は、中野遺跡の

範囲と考えられて

いる西倶l蹴に近く、

現在では住宅・工

場等が密集してい

る地域である。ま

ず市教育委員会に

よるノミック@ホウ

にでの部分調査を

86年4月2ヶ所に
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ついて実施したところ、多量の土器@滑石製品が出土し、建物部分については全面調査を実施

することとなった。本調査は、 86年 8月より実施した。中野遺跡のまとまった調査としては第

10次目となるものである。なお、本遺跡の“地理的@歴史的環境"については、既存の調査槻

報等で仔細に述べられており、本報告の項目からは除外させて頂く。

測量基準と地区害IJり

今後の調査への継続性を考慮し、調査の基準となる高さについては“T.p"を、平面座標

は国土座標をそのまま使用した。 しかし、南北方向に長軸をもっ長方形の調査区は、 この長軸

で示すと約7度東に振っており、遺物の取り上げ等に使用する地区割りにも国士座標を使用す

ると煩雑になるため、約10m四方の 8区画に分割したものを別に設定した。

土層堆積と遺構面

中野遺跡は、生駒山地の東麓でも山裾の遺跡であるため、扇状地頂上付近の立地と考えられ

がちである。 しかし、調査地付近は、現地表面の標高がT.P9m程度と低く、実際は平野部

が山地に迫った比較的低い土地である。 fig.3に示す士層の堆積が粘土及び、ンルトを主体とし

2 

← 



①オリーブ黒色粘質土 (5YJ-O 
②黒褐色砂混り粘質土 (2~3mm砂粒) (2.5Y?f) 
③灰オリーブ砂混粘質土 (5 Yjf) 
④明黄褐色粗砂(1~ 5明石楽(lOYRM) 
⑤明黄褐色細砂(2mm~2cm砂・石楽) (lOY RYs) 
⑥オリープシルト (5YJ-O 
⑦明黄褐色細砂 (lOY RYs) 
③明黄褐色シルト (lOY RM) 
⑨明褐色粗砂 (7.5Y RYs) 
⑬にぷい黄色細砂 (2.5YY，) 
。オリーブ黄色細砂(5~1O叩石楽) (5 Yy.) 
⑬オリーブ黒色粘質土 (lOY7{) 
⑬オリーブ灰色砂混りシルト (7.5YY，) 

f

)

)

i

 

o

)

)
ハ
引
)
%
)
)
)
好
け
)
ο

日

k
u
n
乃
%
R
K
M
M
Y
汁
%
ほ
げ

1

引

G
Y
V
Y
Y
G
Y
Y
G
引

y
r
曜

n
v

園、，

J
》

-
3
n
u
n
U
A
υ
i
.

，、，

Z
出

。

白

唱
i

t

巴
ワ
u
c
、
E
白、

t
i
-
-
T
A
E
、
ゥ
'

E
白
、
ゥ
，
一
回
HU

(

(

(

(

(

(

(

(

剖

(

(

(

(

断

質

層

劇

粘

土

ヨ

り

土

Jm

混

質

1

ト

K

ド

粘

4

い

ル

砂

ペ

ル

砂

り

唱

、γ

徴

ト

シ

粗

ト

混

ト

も

色

ト

色

υト
色

色

ル

砂

ル

灰

ル

土

砂

黄

砂

ル

土

黒

灰

シ

ブ

シ

フ

シ

質

徴

ブ

粗

シ

質

プ

ブ

色

一

質

一

色

粘

色

一

色

色

粘

一

一

灰

リ

粘

リ

灰

色

褐

リ

灰

灰

色

リ

リ

緑

オ

色

オ

緑

灰

黄

オ

赤

緑

灰

オ

オ

暗

灰

灰

A

B

A

B

A

B

 

か
砂
⑬
⑬
⑪
⑬
⑬
?
伊
⑫
⑫
か
か

-3~4-

⑫ オリーブ黒色砂混り粘質土 (lOY?f) 
③ オリープ灰色砂混り粘質土 (2.5GYJ{) 
⑫ 暗オリープ灰色砂混り粘質土 (2.5GY~) 
⑫ 灰色砂混り粘質土 (7.5YJ{) 
⑫ 緑黒色砂混り粘質土 (lOG70 
⑫ 灰色砂混り粘質土 (N ~) 
@-Aa音緑灰色砂混り粘質土 (lOG Y~) 
⑮一日暗オリープ灰色砂混り粘質土 (2.5GY~) 
③-A黒褐色霊長混り粘質土 (5 YR7{) 
@トBオリープ黒色砂混り粘質土 (7.5Y7{) 
⑫ オリーブ黒色砂混り粘質土 (5 Y7{) 

o 1 m 

巳画面司
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た水王子堆積で、あり、扇状地の特徴である蝶や粗砂の堆積を含まないことからも、一見して河内

平野の他の低地性遺跡のそれと比べて大差ないと云える。

この様な堆積状況のため、土層の把握は比較的容易である O ここではそれをさらに明確にす

るため、堆積時期に留意した基本層序を設定し、今回の調査区での土層堆積を概観する。

基本層序 I層

①~⑬層を総称しいる。①~③層とした粘質土層は、!日耕作土及びその床土にあたる。④~

⑪・⑫層とした砂及びシルトは山間部を流れる中小河川の氾i監によるものであろう。⑫層とし

た粘質土は、前述の氾j監のあとに堆積したものと考えられる。時期的には、近@現代の期間に

該当すると考えている。

基本層序II層

⑭~⑮層を総称している。⑮~⑬及び⑮の各層は、何れも砂の堆積であり、明確な氾濫の痕

跡である。この層以外の堆積も、シルトと粘質士の互層状になっおり、氾濫の繰り返しの結果

と考えられる。以上の堆積については、遺物の出土量が少なく明確な推定ではないが、中@近

世と考えている。

基本層序III層

⑩層とした黒っぽい粘質土である。堆積の厚さは最大でも30cm強で、平均的には15cm程度

である。この層は、今回の調査で最も豊富な遺物を包含していた。出土した遺物は当然ながら

土器類が大半であるが、時期的には 5世紀後半から 6世紀中頃に相当し、以降のものを含まな

いことから、同層の堆積時期を古墳時代と考えている。 III層に相当するのがこの層だけであり、

-5-



奈良時代以降古代に相当する堆積が認められないのは、上層で認められた幾度もの河川の氾濫

による堆積層の流失が激しかったものと理解している。

基本層序W層

⑪層とした黒っぽい粘質土である。遺物はほとんど認められず、若干出土したものについて

も、遺物の示す時期及び出土状況から、上層からの沈み込みと考えている。従って堆積時期は

不明であるが、上層からの出土遺物の中に弥生時代以前のものが若干認められるため、古くな

る可能性を考えている。

基本層序V層

⑫層とした黄色っぽい粘質士で、所謂、地山と考えている。しかし、調査の最終段階で土層

観察用の深掘りトレンチを掘削調査したところ、この層も幾層にも分層でき、各段階で、中小

河川の跡を検出している。

第2章

1.遺構@遺物

第 l遺構菌

基本層序II層最上位の@

B層の上田が、ベースとなっ

ており、調査区の南側で大型

溝を検出している。この溝の

南北両側には、平行、或いは、

直交する小溝群が整然と並ぶ

かたちで拡がっており、畑と

その濯甑用水路と考えられる

遺構群である。また、この面

の直上及び直下で検出した井

戸等の遺構については、時期@

性格などの類似性から同遺構

面との直接的な継続性が考え

られ、上，下層遺構として扱っ

ている O

大型溝 (SD-l(A)o

(B) ) 

一一一 32，920 

セクション B
c 
ひミ
σ、
σ3 。。

同
ーーー一一一、一一

一一一一一ーー一一一 32，930 

fig. 5 S D -1平面
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開 問
A ム有

線

よも

手れ

調査区

の南端付

近で検出

した東西

方向の溝

であるO

東側は、

後述する

井戸 (8

E-l) 

によって

切られて

しる。 断

面図でも

明確なよ

うに、 こ

の溝は大 fig園 6 SD-1断面図

/ 

きく 2つの流路を形成しており、その切り合い関係からより新しい段階のものを SD-l (A)、

古い段階のものを SD-l (B)と呼称した。まず8D-l (B)の遺構であるが、この溝は

平面図から判るように、やや蛇行気味に流路を形成しており、人工的なものではなく、小河川|

であった可能性も考えられる。下位及び上位の堆積は、砂及びシノレトで、中位の堆積は粘質土

であり、時期によって水の流れ方にも差異を認める。⑫層とした粘土は SD-l (B) とSD

-1 (A) とに時間的踊絶があったことを示唆している o SD-l (A)は第 1

するものである。 SD-l (B)の流路をやや北へ平行移動した形、で、開削し、部分的に杭を打

ち護岸としたものと理解しており、人工と云えるものである。③~⑧@⑪層は、その護岸の盛

土と考えている。共に量的には多くはないが、陶磁器器土器@瓦などの遺物が出土しており

代も推定可能である O

小溝群 (8D-2~13) 

前述の SD-l とほぼ王子行或いは直交する幅約O.5~O.8mほどの溝である。 SD-2.3 は

SD-l と 2~3mの間隔で、平行した、東西方向の溝である。 S D-4 ~13は、それぞれが 1

~2mの間隔で平行して南北に延びる帯で、 SD-6 以外は、 SD-3 に接続して終る。 SD

-9~13は、後の撹乱によりトレンチ北寄りで途切れてはし、るが、本来は、さらに北へ延び、て

いたと考えている。 SD-2も東端が途切れてはいるが、これも後の撹乱によるもので、やは

7 



り東へと延びていたと思われる O この溝はSD-3と比べて、削平を受けていることを考慮し

てもやや小さいもので、接続する南北方向の帯が認められないことから、性格的には、 SD-

4 ~13と同じもので、小溝群のセット関係が、 SD-l を境として南と北では、異なっている

と考えられるO 溝内の堆積士は、 SD-l (B)と陪様の砂及ひ、シルトである。遺物は小片が

出土しただけで、器形の判明するものは認められなかった。

第2遺構面

基本層序III層とした⑩-A.B層上面をベースとしている O 遺構的には、前項で報告した畑

跡と同様で、直交する小溝群で構成されるもので、遺存状況が、第 1遺構面のそれに比べて非

常に悪い。検出したのは、写真で示したよう、ほぽ南北と東西の 2方向の溝で、検出状況は疎

らであるが、本来は、第 1遺構面同様の畑が整然と営まれていたものと考えられる。溝の埋土

は砂混じりの土及ひ、シルトで、この埋士の異なりは、時間的な差と考えてしる。遺物は認めら

れなかった。

第3遺構面

基本層序W層とした⑪ A.B層上面をベースとしている。徴地形的には、調査区の北東か

ら南西へ緩やかに下がる傾斜を示し、平坦なものではない。検出した遺構は、掘立柱建物群@

竪穴状建物・溝@士拡@井戸等、量・内容共に今回の調査中、もっとも豊富である O 遺物も、

溝・井戸等の遺構中心に、豊富に出土しており、個々の遺構を理解する上で非常に有利となっ

ている。

大型溝 (8D-14) 

調査区中央よりやや北寄りの位置に南東

から北西方向に延びる形で検出した。断面

図からも明確なように大きく 3期の流路の

変化が認められ、南側の古い段階のものか

ら順にSD-14(A) . (B) ・(C)と

呼称する。 SD-14 (A)は、 SD14 

(B)によって切られており、調査区東側

に6mほどの延長で検出できただけである O

従って溝の士層断面観察では、セクション

Bで認められるが、セクションAでは、認

められない。この断面観察から推定される

溝幅は、約2.5mで、僅かに二段掘りの形

式を呈する。溝内最下層が、唯一砂の堆積

で、この時点では、明確な流れがあったこ fig.7 S D-14断面題

8 



とを示唆している。次に SD-14 (B)は、
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中央部分で折れ曲がり、逆“く"の字状を呈

する形で検出した。横断面形は、東側で二段

掘りに近い形状を皇し、中央部より西側では、

大きく聞いて半円形に近いU字形を呈す。溝

幅は、1.7~1. 8m程度であると推定してしる。

この三段掘り状を呈する部分は、溝底も階段

状に開削されており、上段と下段に分けられ

る。この下段には、板材を組合せた木樋が設

けられ、遺存していた。樋は、全長 .2.2m

幅・ O.3mの規模で角材ー状の木2本を側とし、

側の突っ張りとして自然、木を 2本の聞に渡し

ている O 天板は、約1.5mの板材を使用し、

不足分O.7mについては、板材製作時の残片

のような木材で埋めている O 溝内の堆積土は、

最下層ではないが、下位に砂層を含んでおり、

最下層の堆積は木樋の影響によるものと考え

ると、 (A)同様、開削直後に明確な流れが

.--〆

~ 

fig. 8 S D -14平面@遺物出土図

あったことを認める O 調査では、確認し得な

かったが、木樋の存在から、この部分に士盛

りによる陸橋を設けていたものと考えてし、る。

SD-14 (C)は、最も新しい段階のもので、

やや南西にふくらんだ形で検出した。横断面

形は、東側セクションBによると、南肩は 2

段掘り状、北肩は甚線的な形状を呈し、底は

平坦である O セクションAでは、これが、丸

味を帯びて崩れた状態を呈する。溝幅は、1.

2~1. 3mを測る O 溝内堆積は、下位の堆積が

全て砂層で、 (A) (B)と比較して流れ

があり、機能した時聞が長いと理解している。

遺物が最下層に埋没する状態で、東側部分に

集中して出土している。

島- ー
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中形溝 (SD -15.16) 

調査区北東部分の徴地形的には、最高所であ

るT.P8.5m付近では、幅約1.1mのl条の溝

であるが、南西に延びるに従い幅約06~0.7m 

の2条の溝に分離し、後述する士拡SK-2を

挟む様に湾曲した形状で、検出した溝で、ある O そ

の南西端は、共に2区でSD-14に切られてお

り、その南側では検出していなし、。溝内の堆積

土は粘質土であり、 2層に分層できるものであ

るが、遺物は、この分層に関係なく、比較的豊

富な量が出土した。特に8D-15北東部分での

土器出土状況は、土器の一括廃棄を考えさせる

状態であり、下層から上層を越えて、一部で溝

肩よりも高いレベルまで土器が遺存していた。

下層の粘土には、 8D -15.16共に、粗砂や砂

が混じっており、開削初期には水の流れがあっ

たことを示唆してはL、るが、恐らくは短期間で

あったと考えている O むしろこの溝の機能とし

ては水を流す ¥ 〆/
¥ A 

こと以外にあ

り、土器の廃

微鏡 15略者;る

dコ I'̂ I ， 品2

ダぷ~¥ ~3 
〉く

~ーふ

〉、

¥ 棄により、人

為的に露絶さ

せられたもの

と理解してい

。

む

7、

①黒褐色石楽混粘質土(2.5YY，) 
②黒褐色粉砂混粘質土(10YRy，) 
③黒褐色砂混混粘質土(2.5YY，) 

中型溝 (8

D-17) 

調査区の中

fig. 9 S D -15 • 16平面@断面・遺物出土図 央北寄り部分

で、検出した南東一北東方向の溝で、 8D-14とほぼ近い流

路で検出した。幅はO 圃 5~0.6mとほぼ前述の S D -15.16と

同型であり、これとほぼ直交する溝である。 2区で、 SD

10 -

¥
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〆/

¥ 
fig固 10 S 0-17平面図



14により、約200の角度に交差した状況で切られているが、南北両側で遺構を確認しており、

トにかかっており判断できないが、

さらに調査区外へ延びるもである。 SD-15との直接の切り合いは関係は、市教委の試掘ピッ

S D-16との関係は、かろうじて SD-16に切られる状態

で遺存している。また後述する柵よりも SP -164に切られていることからして古い段階のも

のである O

中型溝(8 D -18 • 19) 

8 D-14の南側に平行する形で検出した幅0.5~1.lm程の南東一北西方向の

3区で円弧状の流路をもつのが8D-

調査区中央部、

18で、 この直線状から円弧状に変化す

6区から 2区へSD-14と平行して延び、溝である。

る地点から、延長線状に延びる部分の

延長4mほどを 8D-19とした。溝内

の堆積土は砂混じりの粘質土で一気に

埋没したと考えられる。遺物は、 2条

の溝の合流点付近で翠が 1点、 口縁部

を欠くだけのほぼ完形で出土しており、

8 D -15.16ほどではないが、 8D-

17よりは、多い量の土器類が出土した。

遺構の切り合い関係としては、後述す

る8B-2を構成する 3箇所の柱穴を、

溝の開削により切っており、 この建物

より後出するものと理解している O

中型溝 (8D -20)小型溝 (8D-

21 • 22) 

調査区中央部西寄りの 6• 7区で検

出した溝群で、ある O 幅O.8~2 mを測

るO 帯8D-20は前述の 8D-18と向

様に円弧状から車線的に延び、あたか

も8D-18を拡大した様な流路を示す。

この溝にそって、幅O.3~0.6mの溝 S

D-21及び22があり、その流路の形状

からして、 この 2条の溝は、 8 D-20 

に付属したものと考えている。検出中

央付近が井戸 .8E-2で切られた状

y ヘ

/ザ
ィ〆
1 

。

。m

/ 

入札、
/ 

/べ〆

/大
/ 

¥/  

T ，P8，cm 
江崎赤灰色砂混粘i1土

(2，5Y RX) 

冷淡~A) 有協議号
fig司 11 SD-18.19半面@断面図

-11 



況であるが、遺物の出土状

況及び最終埋没状況から推

定して、溝群廃絶後とは考

えにくく、むしろ、機能中

にSE-2を開削し、共に

廃絶したものと考えてし、る。

遺物は、 SD-20から若干

量出土しており、 SD-21・

22からは、ほとんど出土し 主三了32可930

す二三位、920

ていなし、。
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fig.12 S 0 -20 • S E -2平面図

井戸 (SE-2)

前述したSD-20・21を切る状態で検出した径3~3.4mの井戸である O 最下部が、径1. 1m

でO.2~O.3mほど深く 2 段になっている。調査中においても、この深くなった部分は常に水が

溜っている状態であった。井戸内の土層堆積は、

3層に分層でき、遺物の大半は、最下層の③層よ

り出土している。その中でも注目すべきものとし

て鳥形木製品の出土があるが、これは③層の特に

完形或いは、それに近い状態の土器が集中する部

分から出土しており、②@③層から出土した、数

多くの破片となった土器類とは、その意味で区別

されるものである O 他には、大量の桃の種子が出

土しており、取り上げに成功した量でもかなりの

もので、取り上げられないほどに腐食したものも

かなり認められた。①層は、ほとんど遺物が認め

られない堆積で、 SD-20~22の溝内の堆積士と

も似るものである。

¥亡てユノザ
T .P8.缶1

① 

①オリ ブ黒色砂).fJ乞十(7.5Y5{)

②オリ フ黒色砂混土(7.5YK

③黒色粘土 (2.5GY7イ)

SE-2の①層を除去した時点では、この井戸 fig.13 S E -2断面園

の掘り方北東部分で、堆積土が非常に軟弱であることを感じた程度であった。さらに②層を掠

井戸 CSE-3)

去する時点で、径1.2~ 1. 3mの掠り方を検出している O この検出した時点で確認、した切り合い

関係は、明らかにSE-2により切られているものであった。この井戸は、掘り方内に、 4枚

の板材を組み合せた井戸枠が遺存しており、この掘り方内の枠外の空間は、粘土ブロックを含

む砂混じりの粘質土で埋め還されてしる。深さは上部が失われているが推定 1m程度のもので、

12 -

-



掘り方の到達層位で水が得られるものでないことから、

8E-2 “溜め井戸"的な機能が考えられる。従って、

8E-2に先行あるい一一一との関係を整理すると、開削は、

、
、¥、、、、
¥ ¥ ¥  ¥、、、
¥一-- -

¥ 、 、
、 一戸

、 -、』 戸戸

。8E-2で得た水を溜める機能をは、問時に推定でき、

この 2つの井戸が 1組になって使用されていたも考え、

のと理解している O そして、廃絶は、ほぼ同時と推察し

ている。遺物としては、井戸枠内より、木片、小枝片と

CI暗緑灰色粗liJ:混粘質土(7目 5GY対)

ToP708m 

1m 
共に、凹石が 1点のみ出土した。

掘立柱建物 (8B-1)

2間x2問、総柱の建物であ調査区北側で検出した、

る。建物を構成する柱穴は、掘り方が最大0.8xO.6m

(8 P -20)、最小でも0.55xO.45m(8 P-21)と古

8 P-19で墳時代としては、立派なものである。柱は、

SE-3平面@断面図fig悶 14柱根が遣存しており、それから推定すると、 13cm前後

の径の丸太材であっと推定される o 10m'程度の建物としては、かなり、頑強な構造と考えられ

関白@ 
198 

j

。
⑤ 国188 

自
∞
ロ
ハ
》
∞
ヱ

8 P-19では、そる。建物の賂絶に際して柱は、

の柱根が遺存していたが、他の柱穴では、柱痕が、

かなり乱れており、抜き取っている可能性が高い。

遺物としては、柱穴の掘り方内から土器小片に混

じって滑石製臼玉が9ヶ所全ての柱穴から出土し

@
 

@ 
ているO

@ ]68 掘立柱建物 (8B-2)

忠d
168 

込必弘会5
調査区中央東寄りで、前述した 8D-18に切ら

れた状態、で、検出した建物で、ある。建物の規模は、

2間x2間の総柱で、面積は約10m¥柱の掘り方

SP-21 S P-20 は最大の 8P -176で、 0.75xO.5服、最小は8P

島JU 薬臨
49の0.45x0.3mで、あり、前述の 8B-1とは

援
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ぼ同じ規模の建物と推定できる。建物北東隅の柱

忌議
これ穴内に、直径15cmの柱根が遺存しており、

から建物の規模が8B-1と同様程度と推定でき

8B-1でも lヶ所遺存る。建物廃絶後の柱は、

S P-16 

S8-1平面@断面圏

S P-18 

fig.15 

していたが、他は抜き取っていると推定した様に、

8B-2においても同様の推定をしている。遺物

~ 13 
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Y

火
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~ーでーで

は、 SP-48から須恵器杯蓋が、約1/2の大きさ

で出土している O 他に建物の柱穴SP-53から滑

石製日玉が 1点出土している O

掘立柱建物 (SB-3)

調査区南西部で検出した 2間x2間の建物で、

面積は約16m'と SB-1・2より一回り大きく、

柱は建物の外周のみの8本である。柱の掘り方は、

最大はSP-67の0.8xO.6m、最小SP-69の0.45

xO.45mで、他のものとほぼ同じ大きさである O

柱は、この建物でも SP-70において、検出した

柱痕より、やや異なる位置から直径10cm程の柱

根様の丸太材を検出した他は、遺存していなかっ

た。この建物についても廃絶後、柱を抜き取って

L 、る

と考

える

@mGm白

52 
トにαー。コ[ 

※ 

@ 
回数z 

柱間uCっD 

N 52(Ec離mE ) 

ひJ

①出 cbmg

話
一
日
協

円紘一日機一括
S P-69 SPー 70

日
締

S P-67 S P-65 S P-64 

fig.17 S8-3平面@断面図
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雄
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誠一一瞬…日繍
SP-55 S P-52 S P-49 

のが fig.16 S B -2平面@断面図

妥当であろう O 遺物はほとんど認められなかった

が、建物の柱穴SP-70から滑石製臼玉が出土し

ている O

掘立柱建物 (SB -4) 

調査区中央部西側で、 SB-3の北側に検出し

Tこ一辺2聞の建物である建物の西側は調査区外に

延びるため不明で、ある O 柱の掘り方は、最大がS

P-172の0.6xO.5m、最小がSP-166のO.5x0.4

mと他の掘立柱建物と同様の大ききである。建物

の検出した東側の一辺は3.85mで、 SB-1.2

よりも 15~20%ほど大型で、柱も建物の外周のみ

にあることなど規模、形状から SB-3に似た建

物と考えている。遺物は、土器の小片以外は、検

出されず、建物の柱穴SP -167から滑石製臼玉

が出土している。

竪穴様建物 (SB-5~ 7) 
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日
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198 
SB-5がSB-調査区南側で検出した重複する遺構で、

θ 0・7に切られている状態で検出した。下位にあたる SB

]∞。5は直径 7~7.5mの不整な円形の溝をもち、後の士層断面

日
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数
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l土
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の観察によると10cmほど内側で貼り床状の層が認められる O

SP ← 151 • 156・159を考えてこの溝に伴う柱穴としては、
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この柱配置で復原すると柱間 2~2.5mで溝の内側にいる。
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224 位のSB-6・7は間隔が狭く 2棟で一組の如き配置を示す。

主点
東側の SB-6は、径6.5m程の隅丸方形に近い形状で、溝が

4本柱の平面S P -153.158が主柱穴と考えており、周る。

SB-5の場合とは異なり、形が推定できる。溝の内側は、

日占り床状の施設は認められない。西側にある SB-7は径2

m程のほぼ円形に周る溝を有する O 主柱と考えられるものは、

この 2棟の建物に付属して、S P -160 1ヶ所のみである。

S D-26がSB-6の溝からSB-7を避ける様に延びてお

日
限
…UJ り、排水施設と考えている O

CSA-1) 棚跡 1

調査区北側にある掘立柱建物SB-1の北辺に約1.9mの

S B-4平面@断面毘

r 〆日ーごJご¥
/〆、、、、

S D-23 

fig.18 間隔で平行する、東西方向で長さ 3間の短いものである。同
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..... 

柵跡の東端はこれも

又SB-lの東辺に
S P-29 

SA-l 
合致しており、西端 30 29 27 26 

は、 SB-lの西辺 ⑥(190) 日(附@J(195) @J 
よりもさらに約2.4 ⑨ (240) (150) 在D 。(145) 0 

24 言む35 初)129 1740 
m西へ延び、て直行す 24 23 

る柵跡 CSA-3)
ひっ

e主)128 

SA-2 
にい

と接続してしる。個々
日3 S P-35 S P-24 

25 
の柱の掘り方は、今

iJ，.， 
) ( 同に台、二〉 ※( )内の数字l土、柱聞をcmで、表わす。

回検出した200近い
日コ SA-3 
Pつ

柱の中でも最も大型 iJ，.， 色
αコ 。 2 3m 

で、深く掘られてお ( ) U同pの、

り、その意味ではこ

の遺構の重要性を伺 fig.20 SA-l・3

わせるものである。柱の木質部の遺存が SP-30で認められた。それは、当初検出した柱痕よ

りもやや南西にずれた位置で、掘り方の断ち割り調査中の発見である。そのため、現段階では主

柱を補助する添え柱的用途を推定しているが、最大径が22cmもある立派なものである。柵の

時期については遺物で判るものがないが、 SB-lとの位置的な規格性が指摘できるため、こ

の建物と同時期のものと理解している。性格についても同様の理由から SB-1の北側を画す

るためのものと理解している。

概跡 2CSA-1) 

先の SA-1とSB-1の聞で検出したやはり東西方向のものである O この柵跡も SB-1

の北辺に約 1mの間隔で、平行しており、長さは先のSA-lよりも東西に 1間ずつ長い 5聞の

ものであるO 個々の柱の掘り方は比較的小型で浅く、 SA-lの約1/2程度のものである。 S

P-24及び35で柱痕が遺存しており共に径約lOcmのものである O 欄の時期については、これ

も又、直接的に示す遺物がなく、その点からは不明であるが、 SB-lとの位置的規格性を考

えると、この建物との同時性が指摘できる。またSA-lとの関係であるが、両者が併存した

とは考えにくく、遺構検出時、 SP -24' 35は比較的早い時点で確認し得たが、その他の4ヶ

所の柱穴については認識し難く、構造がSA-lに比べて簡略的であることから、 SA-lに

先行する一時的なものではないかと推察している。

棚跡3CSA-3) 

先の SA-lから直角に南へ延びる南北方向の長さ 4聞の概跡である o S B-1の西辺とは、

2.1~2.4mの間隔でJまぼ平行しており、その南端は、 S D-14にほぼ接する位置で、 SB-l

16 



(280)b( 

(2)80 

日86

日九

回87

日総

SA-4 

d3(190) d!?(lh 

S P-85 S P-95 S P-123 S P-ll0 S P-l09 S P-l07 

79 

⑦ 78 

(巴89

@ 90 
S P-88 S P-87 

※( )内の数字は、柱間
をcmで表わす。

S P-96 

3m 

SA-4.6.7 fig司 21

の南辺からすると、約1.5mまで検出している。 SD-17とは遺構の切り合い関係から SA-

S D-14とは切り合い関係が不3が後出であり SA-3の南端を推定するのに支障はないが、

S D-14より南へは同しかし、S P -164が概の南端であるか判断しかねる O明であるため、

3回の掘り直しを認め SD-17よりも後出であり
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S D-14の存続期間が、柵は延びておらず、

かつ長期に及ぶものと推察できることから間接的にはSD-14とある程

S D-14に接続するか、或は、それに近い状態で度の共伴関係にあり、

終るものと理解している。

CSA-4) 柵跡4

調査区中央南寄りで検出した東西方向の長さ 6間以上となる柵跡でる。

SB-2の建物西辺から荷へS P-85と考えており、この棚の東端は、

7から約208m，ここから柵はSB約304m、西へ1.2mの位置になる。

さらSB-3から約302mの地点をさらに西へ延び、ておりその西端は、

S D-20を横切る形にに調査区外へ延び、るものと考えている O 途中で、

S D-20よりも後S P -107の掘り方を見る限りにおいては、なるが、

θ 出であると考えられる。

。CSA-5) 棚跡 5

mw 

H
g
m
 

調査区東端の SB-2の東側を画するような形で検出した南北方向長

SB-2 さ5間以上の柵跡である。柵の北端はSP-44と考えており、

/
代
レ

の北辺と合致する。柵の位置も SB-2とは、約2mの間隔でほぼ平行

SA この柵と建物の位置関係は、柵の方向は異なるものの、している O

3m SP-71 -1とSB-1の関係に相通じるものと考えている。南端は、

SA-5 figo 22 さらに調査区外へと延びるものと推定される。
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棚 6 CSA-6) 

調査区中央南寄りで検出した南北方向の長さ 4簡の棚である。先の SA-5とほぼ平行して

おり SB-2の建物西辺から南へ2.4mの地点に北端の柱である SP-56が位置し、約2.4mの

間隔である O またSB-3とは、建物の東辺から約6.3mの間隔でこれもまたほぼ平行する様

である。柵の南端は、竪穴様建物の北へ約4mに位置する SP-90で終ってしる。時期を示す

状態での遺物は検出できなかったが、前述したようにその位置状態は、 SB-2との関連を示

しており、この点から間接的には、求めることができる O

柵 7CSA-7) 

掘立柱建物 CSB-2)の南西で検出した南北方向の柱間3聞の柵である。北端の柱は、 S

P-85で、東西方向の柵 CSA-4)と共有する O 南端の柱は SP-78で、この両端の柱を結

ぶ直線の片側に寄って中間の柱を配置している。この点は、同じく南北方向の棚である、 SA

-3と共通する。

その他のピット

第 3遺構面では、 180ヶ所を越えるピットを検出している O その大半が何等かの柱跡と推定

しており、ここでは一覧表にまとめて報告しておく。

弘泰雲 ゑ媛 議嘉 弘義 裂選 務懇

S P-1l3 S P-1l4 S P-1l5 S P-1l6 S P-1l8 S P-1l9 

護議 義議室 協緩 翠葱 裂義務媛
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診察 翠姦 謬揚 懇霧 謬謬 務霧
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私屡 翠長 裂場 嬰擾 務姦 磁震
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義援 議屡 鰐 議議 議努 誘惑
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議媛 暴露 議議 毅姦 轟轟 護屡
S P-17l S P-175 S P-l77 S P-179 S P-180 S P-181 

。 1m 

fig.23 柱穴断簡函(1 ) 
縮図1/60
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番号 検出地区 規模(縦×横×深さ)単位(cm) 柱 根 出土遺物・ 備 考

S p- 1 1区 65 x50 x25 土器片

S p- 2 1 50 x50 x 15 

S p- 3 1 45 x40 x50 土器片須恵器:杯身片土器片

S p- 4 1 50 x40 x25 

S p- 5 1 70 x70 x45 土器片

S p- 6 1 50 x50 x30 土器片

S p- 7 1 6O(長径) x40 (短径) x20 土器片

S p- 8 1 40 (長径) x30 (短径) x15 土器片

S p- 9 1 40 (長径) x30 (短径) x40 土器片

S P-10 1 65(長径) x50 (短径) x50 土器片

S P-11 1 35 (長径) x30 (短径) xlO 士器片

S P-12 1 40 (長径) x30 (短径) x35 遺存 20(長さ)X16(長径)7僅径)土器片

S P-13 1 25 x25 x15 土器片

S P-14 1 75 x65 x60 土器片桃の種

S P-15 1 65(長径) x50 (短径) x50 木片土器片

S P-16 1 60 x60 x30 土器片

S P-17 5 70 x60 x45 土器片

S P-18 5 55 (長径) x50 (短径) x45 須恵器・小形饗片土器片桃の種

S P-19 5 60 x50 x50 遺存 57.6 x (径) 11.2 須恵器・杯身片土器片

S P-20 5 80 x60 x45 土器片

S P-21 5 55 (長径) x45 (短径) x35 土器片

S P-22 5 70 (長径) x50 (短径) x50 木片土器片

S P-23 1 30 x30 x35 土器片

S P-24 5 40 x30 x35 遺存 44 X 10.4 8.6 須恵器:杯蓑片韓式系土器(縄

薦文)片須恵器・土師器片

S P-25 5 20 x15 x30 土師器・小型窪片

S P-26 1 60 x50 x45 士器片

S P-27 5 70 x50 x55 遺存(添え木) 須恵器 杯身片・土甘片・土

器片桃の種

S P-28 5 40 x35 x45 須恵器・杯身片・土器片

- 27-



番号 検出地区 規模(縦×横×深さ)単位(cm)

S p-29 5 80 x55 x45 

S P-30 5 70 x70 x70 

S P-31 5 80 (長径) x50 (短径) x15 

S P-32 5 70 (長径) x65 (短径) x30 

S P-33 5 50 x50 x 15 

SP 34 5 70 (長径) x20 (短径) x45 

S P-35 5 40 (長径) x30 (短径) x30 

S P-36 5 40 x34 x25 

S P-37 5 40 x40 x 15 

S P-38 5 35 x30 x20 

SP 39 5 40 x40 x25 

S P-40 5 35 x30 x20 

S P-41 5 25 x20 x 15 

S P-42 5 20 x20 xlO 

S P-43 2 20 x20 x 10 

S P-44 3 50 x40 x55 

S P-45 3 6O(長径) x50 (短径) x35 

S P-46 3 40 (長径) x30 (短径) x40 

S P-47 3 60 x50 x45 

S P-48 3 50 x50 x40 

S P-49 3 40 (長径) x30 (短径) x35 

S P-50 3 45 x40 x40 

S P-51 3 70 x40 x35 

S P-52 3 60 x50 x30 

S P-53 3 70 x40 

S P-54 3 60 x40 x40 

S P-55 3 50 x40 x45 

S P-56 3 40 x30 x20 

..... 

柱 根

遺存 86 × 21.2 

遺存 42.2 x 11.4 

遺存 35 × 11.6 

遺存 41.6 x 9.6 

28 

16.4 

7目8

10.2 

18.6 

出土遺物・ 備 考

須恵器界蓋片須恵器・土師器

片

須恵器:杯蓋片・土師器:i高杯

片須恵器・土師器片桃の種

土器片

木片砥石・土器片

土器片

土器片

土器片

土器片

土器片

土器片

土器片

l土器片園小型察片@士器片

須恵器:~不蓋・土師器片

須恵器:杯蓋片@土器片

土器片

土器片

土器片

須恵器;芥蓋片士器片

j 
三

j 



番 号 検出地区 規模(縦×横×深さ)単位(叫 l 柱 根 出土遺物・備 考

S p-57 7 50 x40 x20 

S P-58 3 40 x35 x20 

S P-59 3 40 x30 x45 

S P-60 3 60 (長径) x40 (短径) x30 

S P-61 3 40 x35 x40 土器片

3 40 x30 x25 

SP 63 8 60 x50 x50 木片土器片

S P-64 8 50 x40 x35 土器片

S P-65 8 60 x60 x45 

S P-66 8 60 x50 x55 土器片

S P-67 8 9O(長径) x70 (短径) x40 土器片

S P-68 8 50 x50 x50 須恵器.杯身片@土器片@土師器白

取手

S P-69 8 50 x40 x55 木片

S P-70 8 70 (長径) x50 (短径) x45 遺存 35.6 × 7.4 6.4 土器片

S P-71 3 i 50 x40 x35 土師器.高杯片・土器片

S P-72 3 35 x30 x20 

S P-73 3 50 x35 x 15 土器片

S P-74 4 50 x40 x45 

4 80 x60 x25 土器片

S P-76 4 50 x40 x40 

S P-77 4 50 x40 x25 木片・土器片

S P-78 4 I 50 x50 x40 

S P-79 3 60 x60 x40 

S p-80 4 45 x45 

S P-81 3 40 x40 x25 土器片

S P-82 3 30 x30 x30 遺存 20 × 11 8 土器片

S P-83 3 30 x30 x25 i 

S P-84 3 30 x20 x20 

S P-85 3 60 x50 x40軒 44 × 7.6 5.2 土器片

29 
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番 号 検出地区 規模(縦×横×深き)単位(cm) 柱 根 出土遺物・ 備 考

S P-86 3 60 x60 x55 土器片

S P-87 3 60 x50 x40 

S P-88 3 60 x50 

S P-89 4 60 x50 x40 土器片

S P-90 4 50 x40 x40 土器片

S P-91 4 70 x50 x45 遺存 62.4 × 8.8 

S P-92 8 50 x40 x40 土器片

S P-93 8 45 x35 x45 土器片

S P-94 7 20 x20 x35 遺存 24.4 × 6.8 6.4 土器片

S P-95 7 65 x50 x50 土器片

S P-96 7 50 x40 x50 

S P-97 7 40 x40 x40 

S P-98 7 15 xlO x45 

S P-99 7 40 x40 x35 

S P-100 4 35 x30 x35 遺存 52 × 9 6.2 土器片

S P-101 7 60 x50 x25 

S P-102 8 30 x30 x25 木片

S P-103 8 10 x 15 x20 

SP-104 7 30 x30 x25 

S P -105 7 6O(長径) x 50 (短径) x45 

S P -106 7 60 x50 x50 土器片

S P -107 7 40 x40 x45 土器片

SP-108 7 60 x50 x45 土器片

S P -109 7 40 x40 x25 

S P -110 7 45 x45 x25 土器片桃の種

SP-1l1 7 60 x40 x 15 

S P -112 7 40 x40 x20 土器片桃の種

S P -113 7 70 x60 x25 

S P -114 7 x60 x20 i 

S P -115 7 x35 土器片

L....ー
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番号 検出地区 規模(縦×横×深さ)単位(cm) 柱 市長 出土遺物・備 考

S P-116 7 40 x30 x30 土器片

S P-117 7 60 x40 x60 

S P-118 6 30 x30 x30 

S P-119 7 20 x20 xlQ 

S P-12O 3 20 x15 x15 土器片

S P-121 8 20 x20 x20 

S P-122 7 60 x40 x40 土器片

S P-l23 7 60 x50 x40 土器片

S P-l24 5 30 x30 x40 

S P-125 5 35 (長径) x30 (短径) x20 土器片

S P-126 5 25 x20 x15 須恵器:杯身片・須恵器・土師器

片

S P-127 5 25 x25 x20 土器片

S P-l28 5 50 x50 x25 須恵器:杯身片・士器片

S P-129 5 55 (長径) x30 (短径) x44 土器片

S P-14O 1 35 x30 x40 

S P-141 1 20 x20 x30 

S P-142 1 30 (長径) x20 (短径) x25 

S P-143 1 40 x40 x35 

S P-l44 1 40 x40 x40 

S P-145 4 50 x50 x25 土器片

S P-146 4 70 x60 x20 

S P-147 7 30 x30 x20 

S P-l48 4 70 x60 x25 

S P-149 4 50 x50 x20 

S P-150 4 m x20 x20 

S P-151 4 40 x30 x20 須恵器:杯身片・土器片

S P-152 4 40 (長径) x30 (短径) xlQ 

S P-153 4 20 x20 x20 

S P-154 4 25 x25 x15 
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番号 検出地区 規模(縦×横×深さ)単位(cm) 柱 根 出土遺物 ・備 考

S P-155 8 30 x30 x 15 

S P-156 8 40 x30 x25 

S P-157 8 30 x30 x25 

S P-158 8 35 x30 x25 

S P-159 8 30 x25 

S P-160 8 20 x20 x20 

S P-161 8 30 x30 x20 

S P-162 8 30 x20 x20 

S P-163 8 20 x20 x20 土器片

S P-164 6 50 x50 x60 土器片

S P-165 7 50 x40 x50 

S P -166 7 50 x35 × 土器片

S P -167 7 50 x40 × 土器片

S P -168 8 40 x30 x20 土器片

S P -169 7 20 x20 xlO 

S P -170 7 30 x30 x 10 

S P -171 7 160 x45 x35 土器片

S P -172 7 60 x50 x50 

S P -173 1 30 x30 x40 

S P 174 1 30 x25 x40 

S P -175 2 30 x30 x30 士器片

S P -176 3 180 (長径) x50 (短径) x25 

SP-1引 3 50 (長径) x30 (短径) x20 土器片

S P-178 3 6O(長径) x40 (短径) x25 

S P-179 1 10 xlO x 15 ;土器片

S P -180 2 40 x40 x30 土器片

S P -181 2 20 x20 x20 

S P -182 7 60 x40 × 

S P -183 3 50 x40 

S P -184 6 30 x30 
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